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。
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菱
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岬
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慕
墓
管
鳳

河
北
の
こ
う
に
啓
で
殉
低
せ
よ
と
伊

父
兄
の
着
帯
あ
る
。

畠
事
奨
学
会
役
員

理
章
二
田
　
鶴
「

理
　
事
小
束
多
二
筋

届
　
■
佐
々
木
哲
郎
、

揃
　
　
商
揮
　
要

用
　
　
三
田
　
俊
足

翠
等
百
∵
豊

薗

　

対

局

　

空

白

監
買
ふ
車
窓
表

扇
　
　
佐
々
茶
　
哲
郎

同属同同局同房▼由「訂冒

高
橋
　
靡
文
　
　
例

二
宙
地
勘
次
郎

武
藤
　
益
談

害意蓑表皆兵儲
馬、　小　　　三．、

遠雷薫藩讐芳賀

斎
藤
慮
㊥
小
川
轟
二
者
静
等
案

下
彬
、
哲
理
令
達
上
嘩
及
川
膏
治
◎

柴
田
繋
、
産
英
喝
三
滞
止
寄

■
套
平
、
広
大
兼
哲
夫
、
雲
去
天

命
立
益
止
勝
、
圃
軍
学
八
郎
、
深
井
奉

博
、
曳
昂
謬
、
藤
原
蟹
二
秒
北
田
壷

戸
張
真
告
、
岩
壁
夫
、
■
塩
瀬
．
蓋
、

川
村
金
蔵
◎
閑
久
男
、
村
阻
害
文
◎
工

顧
博
、
大
平
晶
天
、
三
8
0
秦
一

⑳
田
中
節
雄
、
宏
児
韓
雄
⑳
遠
頑
二
酎

夫
、
潮
田
英
光
⑳
岡
部
善
光
」
斎
藤
公

志
郎
⑳
佐
藤
正
樹
、
上
鼻
胤
士
、
上
杉

籍
筒
◎
日
中
節
雄
、
坂
下
限
市
、
大

上
潮
告
入
、
田
上
仁
⑬
筏
川
通
、
事
大

方
康
夫
、
垂
露
償
巌
百
雷
票
、
吉

田
紋
、
中
村
攣
「
冴
輿
郎
¢
附
部

費
光
、
和
田
英
彗
大
筋
膵
敏
㊥
佐
久

間
幾
、
藤
鞋
実
、
高
松
初
雄
、
佐
々
木

力
男
ご
す
0
斎
蘭
裕
＠
原
健
、
遠
藤

蜜
高
岡
田
三
軍
村
井
輝
妃
の
滞
沢

沢
声
－
、
有
原
正
コ
誌
還
丙
宏
て
麺

井
雷
松
野
浄
て
柿
盃
杉
江
t

浩
、
河
川
博
等
佐
藤
秀
共
、
石
田
浩
⑳

斎
藤
声
、
滑
川
琴
京
菜
谷
川
昌
ニ
「

藤
村
重
秀
。
r
A
未
定
。

言
や
金
子
東
南
、
．
や
及
川
浮
、
五
日

市
蕃
保
夫
、
山
田
修
司
や
上

梓
帯
喝
川
村
盆
朋
⑳
鮨
沢
直
行
へ
佐

々
木
警
部
、
村
井
璧
ロ
、
長
谷
川
久

嵩
濁
簿
郎
藁
等
、
熊
谷
実
、
苦
田

鹿
t
郎
⑪
佐
藤
弘
、
登
山
成
雫
要
員

健
一
題
村
井
健
裕
、
久
雷
、
長
．

谷
川
久
砂
葉
柄
楳
之
助
、
長
円
撃
て

一
条
斎
B
、
沢
田
志
朗
◎
嚢
、

嘗
誓
、
習
熟
。
言
○
黒
川
元

e
村
田
焉
司
酒
井
正
雄
㊥
小
芥
嘩

富
野
高
台
盛
責
苦
嘩
棺
本
務
伊

田
賃
天
1
村
姦
、
、
滞
滞
敬
二
◎
阿

智
等
、
高
砲
輝
悦
、
徳
田
澤
呼
鈴
茶

過
日
、
讃
川
和
蒙
、
斎
藤
誓
黒

沢
実
、
H
西
沢
平
、
讃
田
豊
治
◎
膏
蔵

讐
二
会
叢
、
高
橋
凛
、
◎
一

宮
貞
孝
、
苫
田
栄
二
、
小
沢
竃
生
。

義
挙
三
属
島
婁
憲
田
胤

恭
、
本
多
隆
夫
⑳
憩
室
姦
足
助

⑳
藤
井
薫
、
■
遠
藤
金
治
◎
佐
々
木
輝
蓼

菊
望
努
、
署
岡
俊
治
傲
沢
買
鼠
、

藤
尾
保
業
、
■
宙
英
正
夢
熊
谷
遷
呵

曇
天
⑳
宮
野
単
四
軍
書
襲

小
西
富
刀
㊥
高
橋
宏
次
、
村
上
璧
、
、

金
将
彗
坂
下
琴
南
小
野
琴
こ
、
定

坂
良
三
、
井
上
保
雄
、
虐
藤
滞
空

三
乙
や
六
戸
健
二
㊥
近
藤
正
夢
、
相
川

認
撃
呑
森
英
明
、
広
関
節
威
令
加
藤

撃
一
、
北
田
倍
造
◎
平
井
衝
、
荒
炉
膏

十
番
小
量
叶
、
ヰ
秦
菩
嶺
中
村
敏
夫

鈴
木
輝
夫
邸
西
島
輝
雄
、
小
林
劫
◎
長

岡
康
夫
、
帝
斐
文
博
㊥
村
上
康
夫
、
川

村
員
天
、
岩
淵
英
朋
三
両
ゆ
錬
印
耕

一
馨
奥
沢
隆
志
、
三
筋
鰭
敏
ゆ
佐
々

木
順
一
「
大
宮
璽
谷
和
越
英
雄
、
㈹

本
義
◎
小
野
寺
彗
菊
地
辟
沿
、
細

川
静
男
、
旛
考
範
、
古
川
葛
◎
杉
山

故
典
、
千
葉
征
四
郎
、
林
英
閥
や
小
林

誠
構
、
田
中
義
男
、
竹
花
国
男
⑳
田
口

靡
男
、
坂
東
隆
雄
⑳
平
野
撃
一
へ
細
川

勝
男
⑳
太
尾
雄
三
、
開
閉
宗
二
、
六
官

金
彗

二
甲
〇
線
馨
宇
十
沢
広
司
小
笠
原

研
二
ゆ
正
字
武
借
、
相
川
宕
↑
兵
衛
、

失
羽
々
正
則
、
山
崎
俸
雄
砂
田
鋭
敏
三
一

、
粕
屋
正
勝
、
熊
谷
春
彦
⑳
艮
背
小

夜
精
確
加
藤
宏
寄
斎
鱒
反
省
、
・

本
山
孝
文
、
璧
山
贋
膚
て
斎

火
木
英
雄
⑳
宵
山
堅
、
本
間
幸
男
、
▼

確
酢
監
餉
肇
鯛
錮

郎
⑳
磯
幡
生
、
井
上
孝
古
淵
沢
敬

三
、
赤
沢
正
夫
、
下
村
二
義
答
安

夫
、
伊
藤
光
栄
、
船
越
雄
琴
〇
千
薯

正
光
、
料
簡
康
雄
酸
川
辺
剰
哉
、
太

田
潮
天
、
水
戸
躊
夫
⑳
佐
火
木
久
男
、

滞
上
光
夫
、
■
常
襲
輝
夫
子
鹿
々
茶
照
男

川
善
心
一
、
m
忌
譲
、

久
保
田
和
琴
．
一
電
荷
一
番
照
井
．

撃
一
郎
、
田
川
畳
蚤
択
純
、
山
番

正
夢
小
野
敏
郎
、
紘
岡
私
◎
禁
鱒

酢
描
舶
崩
酢
撃
■

三
準
蔀
腰
霹
韮
犀
へ
墓
康
男
◎
■
・

狩
裕
、
L

尉
嵐
毒
±
護
遷
意

欲
に
決
定
す
る
）
十
．
、
l
て

盛◇二十八年度の四．

目
廿
四
日
か
ら
隆
業

斜
が
千
円
に
借
上
に
J

な
る
、
と
い
っ
て
も

驚
く
こ
と
ば
な
い
。

四
月
廿
四
日
は
旧
歴

監
胃
一
員
選
者

雪
七
、
厨
層
、
蒲
儲
ぺ
北

聖
二
⑳
廃
車
久
、
村
川
告
辱
底

◇
外
国
で
は
四
月
一
日
を
方
熊
野
こ
云

っ
て
嵐
の
零
に
も
苦
る
、
比

の
良
基
共
の
秩
序
を
乱
長
盛
華

於
て
な
易
学
ル
家
ウ
ソ
を
つ
い
て
も
革

く
取
つ
が
九
番
笑
っ
て
す
ま
ず
の

で
あ
る
。
ウ
ソ
柵
鞄
棒
の
警
h
首
か

し
か
し
こ
の
唐
ぼ
か
幻
は
あ
て
は
夢
汐

な
い
◇
墓
の
若
い
金
の
警
手
…

の
み
に
す
る
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
な

ら
和
洋
折
叢
で
膣
の
四
月
庸
鹿
は
ぜ

ん
な
あ
ん
だ
ろ
う
。

鏡
映
座
五
月
の

ス

ケ

ジ

ュ

ー

五
　
日
　
藍
が
辻
の

九
　
日
　
奴
　
隷
、
の

十
　
日
　
銭
、
形
平
衣
拝
物　決

十
四
日
　
浅
　
草
　
紅

（
中
学
生
界
三
〇
円
｝

長
町
　
銀

団．琴街厨J
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『
行
く
針
／
甲
子
園

体
育
嘉
今
任
上
げ
に
懸
命
り
．
い

で
厚
候
喝
．

田
川
原
添
田
木
丸
語
末
切
癒
揃
梅
田

々

　

　

々

　

　

曽

都
外
猪
重
屋
葬
毒
佐
貫
鎌

帥
ク
若
ク
ク
ク
品
ク
誓
ク
ク
ク

や
排
球
部

作
纂
隊
し
蕊
琵
瓢
は
芳
主
将

の
元
に
控
所
で
毎
日
練
習
に
庄
り
ん
で

い
る
ご
コ
ニ
入
抜
け
た
が
動
揺
な
く

芳
眉
欝
は
賛
一
、
芳
一
忘

の
名
コ
ン
ビ
と
あ
い
患
っ
て
今
年
も
優

潜
候
額
の
筆
頭
。

∇
硬
式
野
球
部

昨
年
度
一
般
の
予
想
を
く
つ
か
え
し
て

驚
異
掛
な
戟
尚
を
襲
し
た
硬
式
野
球
部

は
商
笈
児
憧
れ
の
的
で
あ
点
字
園

を
め
さ
し
て
吉
田
主
将
を
中
心
に
盛

鉄
あ
る
い
は
等
畠
向
で
『
行
く

l
ぞ
／
甲

芋
園
』
の
彗
秦
で
練
習
を
し
て
い
る

昨
年
上
位
進
出
の
魔
卸
刀
と
な
っ
た
小

武
万
投
手
健
在
よ
旦
段
と
進
歩
し

て
お
旦
又
リ
リ
ー
フ
技
手
速
勝
は
対

盛
鉄
で
鴬
今
＼
べ
き
葉
を
見
せ
て
い

る
。
打
撃
面
で
は
栗
田
、
北
出
、
帯
出

小
武
万
、
細
川
、
石
川
の
当
乳
か
鋭
い

守
備
は
内
外
整
ハ
に
申
し
分
な
く
、
ま

す
今
年
の
野
球
部
は
健
勝
僚
補
の
筆
頭

㍉
∴
．

設
措
〓

∇
体
操
部

今
年
の
体
操
部
経
年
活
総
し
た
村
上

を
義
と
し
答
克
、
斎
藤
、
小
林

の
有
望
選
挙
が
い
る
の
で
静
狩
出
来
る

全
国
大
金
で
何
位
転
写
拾
じ
か
が
興
味 の

中
心
。

∇
ラ
グ
ビ
ー
詳

伝
誓
轟
で
あ
る
が
、
昨
年
は
す
っ

か
義
に
お
株
を
れ
て
し
ま
っ

た
。
今
年
は
義
佐
々
木
を
中
心
に

元
気
旺
盛
。
昨
違
甲
レ
た
六
名
の
ベ

テ
ラ
ン
が
昏
海
の
廿
撮
事
だ
が
、
県

下
商
標
フ
グ
ビ
r
界
の
古
参
角
掛
、
商

喝
外
川
、
正
確
小
宮
横
が
い
る
の

買
化
】
　
傘
輪
郭
日
野
岳
柏
木
先
年
喝
下
歯
巧
卓
頚
部
、
柴

表
∴
∴
十
十
㍉

代
…
警
研
夢
小
葉
生
、
柴

…各部顧問
内
先
生
、
．
昆
晃
、
萄

中
村
先
年
河
川
先
年
田
村

寿
、
演
劇
部
・
川
殿
先
年
小

涙
先
生
、
科
学
小
竹
藻
、
確

）
先
金
、
小
山
先
年
暫
正

明
、
美
術
部
小
笠
原
（
暫
）

先
生
、
鈴
木
先
彗
泉
沢
利
之
、
音
楽

部
小
笠
原
（
渚
）
先
生
、
壁

鍼
「
畦
凰
郡
全
量
、
嵩

小
笠
原
選
択
　
　
′

【
体
育
】
　
陸
上
、
古
川
先
年
出
口

先
生
、
中
川
期
萄
水
泳
卯
、
連
勝
先

等
小
原
葦
、
庭
琴
平
野
先
生
、

内
先
生
、
鈴
木
先
年
箱
石
欽
一
、
ヲ

ク
ビ
し
．
戸
塗
歪
、
＋
爵
先
生
、
佐

々
木
英
司
寮
吉
田
先
生
、
小
笠
原

薙
）
、
士
邑
益
八
、
璧
蔀
・
譲
）

芦
鴨
先
年
塁
、
曽
屠
、
野

球
（
軟
）
、
鈴
木
先
年
小
原
先
年

（
高
）
艮
亨
等
）
田
電
排
球
部
．

戸
略
先
年
小
笠
原
（
雅
）
、
野
村
遺

考
山
岳
部
、
小
笠
廃
藩
）
、
膏
見

先
生
、
吉
田
耕
陽
、
体
穿
、
戸
隠
先

年
足
沢
先
年
村
上
考
ス
キ
ー
部

小
笠
原
（
常
）
先
生
、
吉
見
先
生
、
石

川
富
等
蔵
治
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
日
野

琴
丘
沢
先
生
、
角
掛
武
島
ぎ

1
華
駅
敢
頸
鯛

錆
訳
髭
貼
習
ク

∇
循
環
部

昨
年
度
の
ベ
テ
ラ
ン
河
村
、
加
藤
等
三

名
が
昏
て
レ
ベ
ル
は
ず
っ
と
下
っ
た

－
し
か
し
吉
田
（
導
電
、

吉
田
（
弘

久
横
か
居
る
の
で
統
習
し
だ
い
で
は
優

勝
出
来
る
。
メ
ン
バ
ー
は

閉
場
私
益
闇
都
田

由
田

商
久
重
口
小
阿
藤
・

F
ク
O
G
ク
補
ク

∇
水
泳
部

背
泳
の
衆
－
プ
村
井
（
兄
）
を
等
親
に

今
年
新
ら
し
く
加
わ
っ
た
村
井
策
）

と
白
露
嘩
涛
甲
大
坪
、
平
泳

石
田
曝
八
謄
確
英
、
そ
れ
に
藤
村
、
小

森
、
阿
井
、
吉
田
、
誓
菜
、
長
谷
川

が
居
る
の
で
宿
敵
久
慈
帯
に
勝
つ
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
こ
れ
も

昏

侯

喝

　

　

　

　

　

　

ま

で

∇

聖

霊

部

　

　

　

へ

あ
ま
の
自
立
た
ぬ
こ
の
部
は
今
年
こ
そ

と
す
こ
ぶ
る
鼻
息
が
荒
い
。
短
距
離
の

符
形
佐
藤
を
中
心
と
し
て
槍
投
中
川

抱
丸
岩
脇
、
申
胎
齢
願
川
、
そ
れ
に
菊

地
、
藤
村
、
武
田
、
及
川
、
南
黒
沢
と

粒
ぞ
ろ
い
の
選
手
達
ば
か
的
拘
っ
て
い

る
。

ヱ

り

‥

‥三
二
だ
工
ま
岬

映
画
部
へ
一
言

映
画
部
に
一
言
申
し
述
べ
た
い
。
旭
箇

都
は
一
体
何
を
し
て
い
る
の
か
。
全
然

無
価
値
に
等
し
い
で
は
な
い
か
。
こ
ん

な
よ
ー
つ
た
っ
た
ら
無
い
方
が
ま
し
で
あ

る
。
石
堂
ハ
費
が
無
駄
に
使
わ
れ
て
い

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

昨
年
我
々
三
年
生
は
、
一
部
の
有
志
の

7
7
に
よ
の
学
生
磨
倒
潰
に
加
入
し
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
連
盟
は
余
膚
が
一

ケ
月
わ
ず
か
十
円
で
、
そ
し
て
観
紫
映

画
嘉
し
て
割
引
券
（
一
ケ
月
に
大

体
十
本
平
均
）
を
配
布
し
、
章
竺
三

ク
ラ
ン
』
な
る
機
関
紙
を
蒋
料
配
鞘
し

て
我
々
の
暦
観
警
非
常
に
助
け
て

く
れ
た
。

そ
れ
な
の
に
開
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

．
映
画
部
で
は
割
引
す
る
だ
け
の
学
映
連

と
か
い
っ
て
覇
べ
つ
し
て
た
そ
う
で
は

は
い
か
。
と
こ
ろ
が
潜
部
と
来
て
は

そ
の
馨
べ
つ
し
て
た
割
引
さ
え
も
出
来

な
い
状
態
で
は
な
い
か
。
こ
の
四
月
申

ま
だ
↓
本
と
て
割
引
し
て
い
な
い
。
学

映
連
の
方
が
は
る
か
に
い
い
と
思
う
の

は
護
が
考
え
て
も
当
然
の
こ
せ
で
あ
る

だ
か
ら
こ
こ
で
早
急
に
学
快
適
に
m
入

し
て
は
孝
っ
か
。
そ
う
す
れ
ば
割
引
の

万
比
二
切
連
鱒
の
方
に
任
せ
て
し
ま
う

の
で
香
ろ
か
ら
、
そ
こ
に
余
裕
が
出
来

負
担
が
審
く
な
め
、
部
の
岸
勤
も
し
易

く
な
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
参
考
ま

で
に
与
翰
討
蓋
で
も
し
て
見
た
ら
は
っ

き
り
す
る
と
思
う
。

私
は
こ
こ
に
映
園
部
発
展
の
た
め
に
も

学
快
速
加
入
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る

映
園
部
の
妄
痩
わ
ず
ら
わ
し
た
い
。

（
啓
二
　
p
数
等

室
圭
■
圭
弓
叶
l
叫

∇
A
∇
△
∇
△
∇
△
∇
A
V
A
∇
Å

∇
送
球
部

角
掛
を
撃
し
て
全
部
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
卒

弟
し
た
轟
部
は
佐
々
木
、
大
牢
と
再

篠
に
努
め
て
い
る
が
ト
征
を
古
め
れ
る
…

か
が
関
心
の
的
。
あ
ま
の
期
哲
釆
な

ヽ
○レ

ま
い
l

y
庭
球
部

も
っ
と
も
有
望
な
坂
下
が
い
る
の
で
あ

る
い
は
国
体
に
出
場
出
来
爵
も
し
れ

な
い
。
主
将
は
木
下
。

∇
軟
式
野
球
部

こ
れ
ま
た
レ
ギ
ラ
ー
が
全
部
芯
業
。
毎

年
健
膵
な
選
手
が
い
て
も
筋
の
入
っ
た

練
習
を
し
な
い
か
ら
崇
は
芳
ば
し
く

な
い
。
猛
練
習
を
望
む
。

∇
卓
球
部

下
河
嘩
管
と
中
学
か
ら
入
っ
た
者

が
活
躍
す
ス
だ
ろ
う
。

窯
僧
但
当
二
身
上
の
都
合
で
彗
任
。

来
広
忠
雄
先
生
＝
作
空
ハ
月
来
校
、
数

慧
志
彗
今
後
医
学
を
学
ぶ
た
め
致

官
を
や
め
る
。
、

砂
塵
曝
㊤
た
め
し
か
っ
た
軍
…

ゆ
好
き
な
食
物
⑳
叢
し
て
い
…

岬
香
八
物
一
◎
督
慢
出
来
る
物
事
　
両

帝
村
八
兵
衛
先
生
⑳
登
U
J
、
林
間
の

独
わ
散
歩
、
小
鳥
飼
㊥
米
国
大
学
卒
業

し
た
肺
、
二
士
音
感
り
■
で
円
本
に
帰

っ
た
醇
。

雷
門
長
作
発
生
○
特
別
な
も
の
な
し

の
学
僕
時
代
、
少
年
障
代
◎
倖
詞
大
好

物
の
ア
リ
ス
上
ア
レ
ス
⑳
揮
し
。

柴
内
童
心
先
■
生
0
埼
話
と
小
蕾
番
浮

碍
孤
児
と
′
嘉
監
護
し
た
肺
患
W
南

部
剤
喝
柴
野
本
式
の
ラ
イ
ス
カ
レ

ー
蓋
い
す
奮
ご
と
◎
罷
職
和
尚
砂

幼
粍
園
の
整
胃
。

高
二
修
学
施
行

関
西
方
面
を
見
学

（
写
真
は
専
売
局
球
場
で
練
習
す
る
硬

式
野
球
部
）

帯
二
九
六
名
は
五
月
六
日
盛
蓉
年

後
二
時
二
四
分
の
列
蕊
で
密
議
鍔
に

i
a
¶
川
相
川
m
…
川
は
甑
…
m
…
m
軒
■
E
－
…
川
1
－
－
…
川
電
極
用
胃
臼
歯
戊
m
u
貰
－
班
弼
用
相
川
叫
川
拇
印
…
…
…
銅
は
両
川
…
艶
m
聾

－
椚
嗣
和
講
＝
用
消
…
拍
損
…
敗
…
…
…
…
…
…
…
梢
…
肝
凹
…
日
日
…
‖
醐
－

汀
損
＝
絹
は

畠
る
旬
月
ま
冒
入
学
の
者
び
朱
だ
お

さ
ま
ら
ぬ
申
年
一
同
の
人
々
に
元
革

琶
殿
前
の
石
碑
の
と
こ
ろ
に
雪
て
貰

い
入
学
の
感
想
や
ら
色
々
き
い
て
み
た

∇
出
席
者
高
田
勝
広
好
摩
小
）
田

薦
稟
実
感
寺
小
）
福
士
久
平
（

・
滝
沢
史
▼
蔑
久
（
厨
川
小
）
日
向

政
人
（
仁
王
小
）
．
撃
㌧

蔀
金
．
霹
久
男

司
会
今
員
二
年
の
森
君
に
司
会
を

し
て
い
た
だ
く
の
で
し
た
が
急
用
で
出

席
豊
嘗
せ
ん
の
で
黎
代
っ
て
乱
会

を
し
ま
す
。
．
今
度
み
な
さ
ん
は
見
事
に

試
験
に
合
格
し
入
学
し
た
の
で
す
が
入

学
の
陣
や
宅
の
態
を
寧
下
さ

い
。

福
士
供
は
発
表
に
な
旦
那
は
末
安
で

し
た
が
合
格
と
聞
い
て
ほ
っ
と
し
た
。

高
橋
僕
も
発
表
前
は
不
安
で
し
た
。

市
田
僕
は
初
め
か
ら
自
信
が
あ
っ
た

司
会
ど
う
で
し
た
盛
は
。

福
士
僕
は
案
外
か
ん
た
ん
で
し
た
。

し
か
し
数
学
と
璽
仰
望
部
が
む
づ
か

し
か
っ
た
。

田
屋
僕
も
国
欝
の
漢
字
Q
習
坂
幻
が

む
づ
か
し
か
っ
た
。

日
向
僕
は
国
語
の
述
語
の
作
労
力
が

さ
（
寂
幻
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
、

司
会
・
そ
う
で
す
か
。
で
は
な
ぜ
こ
の

日
川
l
■
川
畑
≠
u
仲
1
■
Ⅷ
川
和
川
和
n
l
■
l

■
l
■
l
l
M
日
出
；

学
校
転
入
お
ま
し
た
か
。

日
向
　
良
い
学
校
と
聞
い
て
い
た
の
と

兄
が
墓
し
て
い
暴
わ
で
も

高
田
供
は
こ
の
学
校
で
大
い
に
勉
強

し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

福
士
　
博
も
そ
の
通
力
だ
。

司
会
　
中
学
の
感
想
隼

高
田
　
小
学
校
の
時
よ
幻
や
は
盈
茂

も
商
い
し
い
ろ
く
な
科
目
が
あ
る
。

帯
出
僕
は
四
時
間
位
し
ま
す
。

司
会
学
校
と
家
と
ど
ち
ら
が
海
亀
し

ろ
い
で
す
か
。

福
士
学
校
が
両
日
い
。
友
達
が
大
勢

い
て
楽
し
く
遊
ぶ
．
夢
が
出
来
る
か
ら

笥
田
横
も
そ
う
だ
。
十
分
休
み
が
楽

し
い
。

司
会
　
ど
っ
で
す
皆
さ
ん
は
ど
う
ゆ
う

茶
を
読
ん
で
お
ガ
ま
す
か
。

掃
除
を
徹
底
的
に

ゝ
　
上
級
生
は
天
変
親
切

最悪望頭望
苫
つ
で
す
署
中
の
先
生
は

非
常
に
よ
く
潰
し
て
良
で
す

学
科
で
は
何
が
好
き
で
す
か
。

英
憩
が
州
よ
少
も
好
き
で
す
。

私
は
凶
凶
が
好
き
で
す
。

市
田
　
科
学
、
社
会
等
が
好
き
で
す
。

司
会
　
勉
強
の
隙
間
は
一
日
何
膵
闇
位

で
す
か
。

高
橋
　
僕
は
二
膵
間
位
し
ま
す
。

一
周
　
大
体
そ
れ
位
だ
勾

福
士
喋
は
機
械
に
興
味
が
あ
カ
ま
す

だ
か
ら
磯
棟
に
関
し
て
の
本
が
好
き

で
す
。

商
田
　
天
体
に
関
し
て
の
茶
が
好
き
で

す
。
小
学
校
の
膵
天
体
に
つ
い
て
習
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
そ
れ
か
ら
目
然
に

好
き
に
な
心
ま
し
た
。

蛮
僕
は
電
気
に
関
し
て
の
本
が
好

き
で
す
。
　
　
　
　
　
　
■

田
屋
樺
は
童
話
が
好
き
で
す
。
殊
に

罵
鎗
二
の
も
の
が
好
き
で
す
。

日
向
野
瓢
の
本
が
好
き
で
す
。
今
、

野
夢
年
智
取
っ
て
い
ま
す
。

司
会
漫
適
な
ダ
廉
い
な
ん
で
す
か
。

田
屋
サ
ザ
エ
さ
ん
が
好
竜
で
す
。

一
周
そ
う
だ
く
サ
ザ
エ
さ
ん
が
蘭

白
い
。

高
橋
少
年
王
者
も
好
き
で
す
。

司
会
映
頗
塔
こ
ん
な
も
の
が
好
き
で

す
か
。

福
士
鰐
は
月
二
戚
位
見
ま
す
。
時
代

劇
最
も
好
ん
で
見
ま
す
。

日
向
鰐
は
月
四
回
位
見
ま
す
。

酉
供
は
月
二
回
位
見
ま
す
。
西
部

劇
が
面
白
い
。

司
会
そ
の
他
気
の
つ
い
た
こ
と
を
。

日
向
　
校
舎
が
き
た
な
い
か
ら
、
も
う

少
し
掃
除
を
徹
底
附
に
し
た
ら
よ
い

と
思
う
。

高
橋
校
費
中
二
撃
虚
わ
が
れ
る
と

う
る
さ
く
て
勉
強
が
出
来
ま
せ
ん
。

福
士
先
見
ら
な
い
高
三
の
人
に
親

切
に
し
て
あ
ら
い
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
お
少
ま
す
。

司
会
で
は
、
こ
の
窄
。

進
学
状
況

昨
年
度
卒
業
者
の
進
学
董
次
の
、
通
幻

∇
轟
犬
、
算
木
璽
」
金
野
文
雄

伊
頗
友
売
、
橋
本
俊
男
▽
法
政
大
、
託

花
盛
栄
、
両
帝
攣
中
沢
億
史
、
山

餌
義
平
、
淵
沢
政
吉
、
北
田
昭
二
▽
明

治
冬
小
笠
原
撃
て
袈
茂
夫
▽
日

本
犬
、
絵
島
武
美
、
＃
炭
塵
郎
∇
中
央

大
、
田
中
一
誠
、
滞
沢
英
▽
腿
河
台
予

備
校
、
安
西
主
税
∇
駒
沢
大
、
芳
田
公

雄
∇
壁
山
大
、
八
重
讐
象
∇
穐
鱒

大
、
金
堅
一
軍
渠
雅
天
▽
東
北
大
、
昭
川

井
武
夢
（
以
上
二
十
七
年
度
率
）
▽

早
稲
田
大
、
佐
々
木
照
一
弼
一
戸
彦
夫

蔓
戸
谷
克
彦
▽
慶
応
大
、
橋
本
康
平
∇

日
本
犬
、
松
田
耕
沿
（
以
上
l
千
六
年

度
卒
）
▽
外
岩
大
進
学
弓
」
感
。

数
室
異
動
　
中
央
玄
困
惑
に
あ
っ
た

会
議
害
を
玄
関
わ
き
の
応
叢
室
に
会
議

撃
窒
二
年
A
組
が
使
用
す
る
。

伺
っ
た
l
行
は
七
日
の
朝
六
時
二
六
分

に
上
野
駅
に
着
き
薫
都
内
を
バ
ス
で

見
学
し
午
後
七
時
四
五
分
の
汽
嚢
で
京

都
屋
付
き
更
に
奈
良
、
大
喝
二
見
、

名
古
崖
を
見
学
し
東
京
駅
に
午
後
七
時

三
八
分
に
娼
っ
俊
て
来
て
闇
白
日
見
学

し
翌
日
は
白
銅
見
学
と
崖
番
長
訪
問
で

上
野
駅
午
後
七
時
十
五
分
列
室
で
鳩
盛

す
る
な
書
巻
と
し
て
小
笠
原
（
普

害
H
】
重
婚
茶
先
篠
の
外
に
記
念
ア

ル
バ
ム
を
作
る
為
に
梅
尾
さ
ん
も
共
に

行
く
事
に
な
っ
た
。
賓
は
四
千
円
。

職
員
畢
動

▽
既
　
は

柏
木
蔓
興
先
生
n
盛
岡
中
学
、
撫
順
工

業
、
一
冊
松
曹
経
て
来
校
。
数
学
担
任

古
川
七
郎
先
住
＝
本
校
卒
、
根
乱
撃
黎

校
体
育
敵
背
．
体
育
担
当
。

中
村
八
慈
覚
等
励
川
中
学
に

年
聞
数
珠
を
と
る
。
英
語
担
当
〉

豊
山
文
妬
先
生
1
1
早
稲
田
大
学
前

学
部
卒
。
社
会
担
当
け

小
原
十
五
発
生
＝
稟
人
草
練
沼

卒
。
英
爵
担
当
．

▽
雛
　
旺

築
田
サ
メ
先
生
＝
昨
年
六
月
乗
枚

授
業
料
改
定

月
額
八
百
五
十
円
に

本
校
で
は
漁
民
肝
給
与
改
定
髭
打
っ
た

の
で
学
校
経
営
に
要
す
義
経
哲
が
多

く
な
り
止
む
を
得
ず
、
鰐
第
斜
月
額
七

百
〒
円
を
八
百
五
十
円
に
増
額
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

な
お
墓
先
制
四
月
分
は
四
月
十
五
日
他

の
用
筆
卦
星
に
層
す
轟
学
校

当
局
で
は
要
望
し
て
い
る
。

◇
宕
手
中
等
、

高
校
の
生
徒
は

金
持
で
あ
句

腋
員
豊
前
の
落

し
物
陳
列
棚
は

日
増
し
に
葺
く

文
化
祭
、
今
年
も
秋

例
年
通
史
開
催
さ
れ
る
文
化
祭
は
十
一

日
一
日
か
ら
文
化
の
日
を
入
れ
三
日
間

講
堂
、
な
ら
び
に
各
教
室
に
お
い
て
色

々
の
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
講
堂

七
は
音
楽
部
、
演
劇
部
、
套
萎
郡
に

よ
る
、
光
量
、
劇
、
英
語
劇
そ
の
他
が

催
う
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
相
前
後
し
て

各
教
室
で
は
攻
内
実
術
展
、
督
遇
巌
、

科
学
展
、
写
真
展
ヾ
新
聞
屋
が
行
わ
れ

文
化
祭
に
一
層
の
精
彩
督
購
え
る
。

硬
式
野
球
　
盛
鉄
に
勝
つ

∇
四
日
≡
二
日
（
盛
鉄
溺
場
）

、
∴
‖
言
＝
∵
持
て

（
壱
遠
藤
、
小
武
万
1
匠
感
（
聾

塀
、
小
原
⊥
石
崎
▽
二
塁
打
1
－
細
川

（
岩
手
）
老
（
盛
聾

な
っ
て
行
く
、
今
に
つ
っ
か
え
棒
を
せ

ね
ば
な
る
ま
い
b
◇
時
計
三
ケ
十
円
札

が
五
枚
中
身
が
入
っ
て
い
る
の
か
い
な

い
の
か
弁
当
箱
が
十
ば
か
旦
落
し
主

は
落
し
た
ら
返
さ
れ
な
い
と
あ
き
ら
め

て
い
る
の
か
東
カ
に
行
く
者
は
無
い
ら

し
い
。
◇
し
甘
し
置
手
中
、
高
校
の
生

徒
は
正
直
で
あ
る
。
正
恵
で
あ
る
が
故

に
落
し
物
陳
列
棚
餌
整
く
な
る
。
た
と

え
十
円
と
い
え
と
も
あ
ゝ
し
て
お
く
こ

と
嫁
蛮
宗
流
通
を
琴
＼
し
イ
ン
フ
レ

の
原
田
に
な
る
と
か
世
間
の
噂
し
き
お

金
、
膵
計
、
弁
当
は
落
し
主
を
待
っ
て

い
る
。

…
…
…
※
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…

◇
新
入
生
諸
君
入
学
お
め
で
と
う
。
今

後
は
岩
申
発
展
の
た
め
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

◇
二
十
七
年
度
最
初
の
新
開
を
お
届
け

致
し
ま
す
、
創
刊
号
よ
り
す
で
に
十

六
号
で
す
、
今
年
は
十
回
新
聞
を
発

行
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
援
助
下
さ
い
。
．
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